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東日本大震災津波伝承館の開館について 
 
 
  

１ いわて県民計画（2019～2028）における伝承館の位置付け 

「復興推進プラン」の４本の柱「未来のための伝承・発信」のもと、事実・教訓の伝承へ

取り組んでいく。 

 【第１期アクションプラン―復興推進プラン（2019 年度～2022 年度）】 
 Ⅳ 未来のための伝承・発信（抜すい） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 伝承館の設置目的（東日本大震災津波伝承館条例） 

(1) 東日本大震災津波の教訓の伝承 

(2) 東日本大震災津波の発災から復興に至るまでの状況の国内外への発信 

(3) 復興支援に対する感謝の発信 

 

３ 伝承館オープン日 

令和元年９月 22日（日）  

４ 施設の概要 

 

⑴ 名称  東日本大震災津波伝承館 

⑵ 愛称 いわて ＴＳＵＮＡＭＩ
つ な み

 メモリアル 

⑶ 設置場所 岩手県陸前高田市気仙町字土手影 180 番地（高田松原津波復興祈念公園内） 

⑷ 規模・構造 鉄筋コンクリート造２階建 

延床面積（２階含む）7,079 ㎡のうち展示面積 1,155 ㎡ 

⑸ 開館時間 ９時から 17 時まで（最終入館時間 16時 30 分） 

⑹ 休館日   12 月 29 日から翌年１月３日まで 

施設メンテナンスのため必要となる日（概ね年４日程度） 

⑺ 入館料 無料 

⑻ 職員体制 〇館  長  知事 

〇職 員   18 名 

１ 事実・教訓の伝承 
  未曾有の大規模災害の事実や被災された方のこれまでの経験を踏まえた教訓を確実に伝承し、

その教訓を防災文化の中で培っていきます。 
取組項目 22 教訓を伝承する仕組みづくりを推進します 
① 東日本大震災津波伝承館の整備・運営 

災害の歴史から学び、記憶や経験を語り継ぎ、将来に生かすため、高田松原津波復興祈念公

園内に東日本大震災津波伝承館を整備し、展示及び教育・普及の事業を実施します。 
また、大学、類似施設、被災地をはじめとする県内各地域等と連携し、防災文化の効果的な

醸成と継承を図ります。 

資料８ 



２ 

 

 

５ 常設展示の内容 

   

いのちを守り、海と大地と共に生きる。 

～二度と東日本大震災津波の悲しみを繰り返さないために～ 

 

展示構成 展示内容（調整中） 

エントランス（24H） 

来館者を最初に迎える場としてインフォメーションを

提供するとともに、公園、陸前高田市街地、三陸沿岸

地域へと誘う情報提供を行う。さらに、全国・世界の津

波博物館情報を提供する。 

・ 施設案内、 避難案内 

・ 高田松原津波復興祈念公園ガイド 

・ 陸前高田市市街地ガイド 

・ 岩手県 三陸ガイド ［地図］ 

・ 岩手県 三陸ガイド ［検索装置］ 

・ 3.11伝承ロード ［地図］ 

・ 全国・世界の類似館紹介 ［検索装置］ 

・ メッセージボード ［壁面モニター］ 

・ 施設メッセージ ［壁面モニター］ 

ガイダンスシアター いのちを守り海と大地と共に生きる 

・ 一般向け ［40席 映像12分］ 

・ 子ども向け ［40席 映像12分］ 

ゾーン１：歴史をひも解く 

すべての人間は自然災害リスクと隣り合わせにいる

こと、特に日本列島は自然災害リスクが高く、とりわけ

三陸地域は津波の常襲地であること、それに対して知

恵や技、文化を育み、自然災害への対応力を高めて

きたことについて、歴史をひも解きながら伝える。 

1-1 地球の営みと自然災害 ［動画］ 

1-2 繰り返す地震津波の歴史 

1-3 日本の自然災害対策の歩み 

 

ゾーン２：事実を知る 

東日本大震災津波の事実をありのままに伝え、津波

の脅威、被害の実相、命が失われることの重さを、一

人ひとりの心に刻む。 

2-1 東日本大震災津波の概要 

2-2 被災物は語る 

2-3 失われた風景 

2-4 被災者が語る津波の脅威 

2-5  2011年3月11日 東日本大震災津波発生 

 ［12席（＋仮設8席） 映像6分］ 

ゾーン３：教訓を学ぶ 

東日本大震災津波の経験から得た様々な教訓を伝

え、知恵と技術で備え、主体的に行動することで多く

の命を守れることを学んでもらう。 

3-1 いのちを救うために・災害対策室 

 ［20席 映像8分］ 

3-2 いのちを守る・支える 

3-3 避難行動の事実 

3-4 未来をつくる 

ゾーン４：復興をともに進める 

東日本大震災津波を乗り越えて進む被災地の姿

を、全国・世界からの支援に対する感謝とともに伝え

る。 

・ 支援への感謝 

・ みんなで復興を考えるテーブル 

                        ［地図、モニター］ 

・ 企画展示 

※ 展示内容については、外国人に対応するため、多言語対応（日・英・中繁・中簡・韓）として

いる。 

 

展示のテーマ 


